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2Ja-5 中国民家の屋外・半屋外空間と気候の関係に関する考察
○王健＊　田中辰明＊＊
　(＊お茶大院，＊＊お茶大)

住　　居

　「目的」中国民家に対して、建築計画的な調査は多かったが、本研究では、熱環境の立場

から広い範囲において、気候に応じる典型的な中国“四合院”民家を考察した。昔の中国

の人々はエネルギーが十分得られなかった時代にどのように屋外空間の中庭と半屋外空間

の縁側などを利用して、室内環境を良好に維持したかについて研究し、いろいろな工夫を

現代建築設計の参考資料とすることを目的とした。

　「方法」中国の“四合院”民家が存在する東北地方、華北地方、華中地方、華南地方四つ

地方の民家について資料を収集し、整理を行った。そして、その資料に基づき、民家の建

築面積と中庭面積などの比の計算を行った。この計算結果と地域の気候特徴を分析し、建

築、屋外空間の中庭、半屋外空間の縁側と気候の関係を考察した。

　･「結果」考察の結果よると、前述の四地域における、配置方式が同じである“四合院”民

家に関し、屋外空間の中庭の割合に着目して、大きい順に並べると：東北地方、華北地方、

華中地方、華南地方と、北から南に行くに従って小さくなる。一方縁側と開放された庁堂

の割合が大きくなる。もちろん中庭など形態に影響を与える要素は他にも多くあるが、気

候の影響は極めで重要な要素であるのは明らである。その結果は民家の建築面積と中庭面

積などと緯度との関係を明らかにし、気候の変化にしたがって規則性が示した。

2Ja- 6　　　　高齢化に伴う過疎山村の住生活と住文化の変容に関する地域特性研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第一報）

　　　　　　　○千森　督子＊　米村　敦子＊＊（＊和歌山信愛女子短大、＊＊宮崎大学）

目的）過疎化・高齢化が著しくすすむ中、山村は厳しい社会状況に取り巻かれ、生活環境
においても対策､改善の必要性に迫られている。本研究は、九州山地と紀伊山地の過疎山村

を比較検討する中で、広域的視点から過疎山村の住環境と住生活、住文化の現状と変容を

捉え、各々の地域特性を把握し、今後の課題を明きらかにするものである。

方法）両地域から過疎化・高齢化がすすむ特徴的な地区を選定し、事例研究を重ねる方法
をとる。第一報は紀伊山地から高齢化率が46%と全国第二位の三重県南牟婁郡紀和町の木

津呂地区を対象地域として考察する。木津呂地区は空き家率が高く、全28戸の内、居住

家屋は15戸である。研究方法として訪問、聞き取り調査法によるアンケート調査と住宅実
測調査、住まい方調査の３手法を用いた。調査年月は平成10年11月とn年11月である。

結果）戦後の住生活の変容では、昭和20~30年代の電気、簡易水道、洗濯機の普及による
利便性が強く認識され、竃は昭和40年頃から使われなくなっている。住様式で特徴的な

のは、高齢化に伴い就寝空間にベッドを持ち込む椅子座生活の事例がみられる点である。

現在の住まいに対する満足度は高く、困窮点としては、湿気や衛生空間に関する問題等が
あげられている。神仏祭祀や正月飾りなどの生活文化は継承されているが、住宅や集落の

長年培われてきた文化的価値を認識している割合は低く、後継者不足により継承も困難と

している。近所付き合いは頻繁になされているが、地域活動への参加は二分している。村
や地域への愛着は高く、大半が永住志向をもっているが、集落内の戸数を少ないとし、高

齢化による人口減少など将来への不安を指摘し、地域活性化の具体策はないとしている。
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